
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
 
 
 
 
 
   
           

「茅葺屋根」でなんと ISO 取得！ 
ISO９００１：２０００技術を持つ技術集団を率いる 

吉村社長談 「技術の伝承は､師弟制度ではなく 

最先端の技術マニュアルでシステム化させ伝承すべき」 

 

 

 

 

チルチンびともプレゼント
持続可能なライフスタイル
掲載こちらもロハスな生活
を知る手がかりに！ 

 

 

 

８月号 

 

エコロジー＆ 建築生態学の応用 

アップルは建設業許可法人(般-第 22168号)･二級建築士事務所(第 4088号)･住宅金融公庫住宅調査登録建築士事務所(第 16090044号) シックハウス診断士協会(一級)登録業者(第 08006101号)･知事認定・栃木県震災建物応急危険度判定士所属事務所(第 520号)です。

 

 

福島･只見の古民家再生と活動レポート 
― 「自然と共生し続ける」先人の智恵に触れる― 
 梅雨にもかかわらず好天に恵まれ「福島/再生民家村づくりを考える会」に参

加し､坂本氏(浦安市兼住)所有の県指定重要文化財「叶津番所」と

「ユイ道場」「旧五十嵐家住宅」を訪ねました。「叶津番所」は､かつての「八

十里越え」長岡､会津若松､小出､沼田を結ぶ交通の要で､藩士が常駐する関所。

南会津で一番大きな民家でもあります。座敷の奥に主人の間､すぐ脇の階段 

真上に格子付窓の娘の部屋があり旧長谷部家の往事が偲ばれます。囲炉裏の 

煙は２階～３階へと立ち上り棟換気で外に排出される。茅葺の雪下しや3㍍ 

に及ぶ豪雪対策は相当なものだろう。隣接の「ユイ道場」は､地産 

地消･温故知新の新古民家でオ-ナ-坂本さんの思いが凝縮された施 

設です。道場の構造は､3間間隔の地元産の太い栗と杉の柱が支え 

ます。内装材は全て杉で柿渋とベンガラ仕上げ､浴室の石はブナ原 

生林の残る上流より。漆喰塗りの外観は､高床式で融雪ﾊﾟｲﾌﾟに地 

下水を活用した風格ある多目的ユイ(結い)道場です。道場の奥の福島県重要 

文化財の「旧五十嵐家住宅」は､タタキ土間に「かまど」がある典型的な茅葺農家です。

― 「古いものを壊さず再生し活用する」― 
夜は地酒と坂本さん絶品のﾔﾏﾒの塩焼き､芳醇な山菜料理の数々 

を肴に古民家の話で盛り上がりました。「35年前に初めてこの地 

を訪れた時は９割以上が茅葺民家の群落でした。新しく便利な 

ものを否定しているわけじゃないんですよ。わたしは浦安駅前 

に居て､海苔養殖の海岸が埋め立てられDisney Landが出来､地下鉄､京葉線が通りどんどん

都会化される町並みを見ています。新しいものを作るとき､何も古いものを壊す必要はない

と思います。新しい技術と古いデザインの両方のいいところを上手く組合わせれば今より

ずっと綺麗だし暮し易くなると思っているんです。」只見再生民家村づくりは続きます。

 
「ロハスな暮らし･暮らしトレンド」（星雲社､環境ｼﾞｬｰﾅﾘｽﾄ中野博著 

7/30 発売）アップルのエコリフォ-ムが掲載されました！ 
ロハス＆エコロジーで格好いい生活を間違いなく知ることが出来る 

でしょう。エコリフォームのお申し込みの方にこの本をプレゼント 

いたします！              

 

 

 
 

 

 

 

 

 

☆ 次回もみなさまの生活向上イベントを開催いたします！ 
☆ ９月塗り壁ワークショップ 古民家再生ツアー（鎌倉）  

☆ 10 月エコ＆バウビオロギ-ツア-（ドイツ･スイス）詳しくは…弊社サイトにて公開中です。 

いろいろな エコ企業をご紹介！ 

 

 

 

昨年のエコバウツアー 

 

ユイ道場内部 

ユイ道場と旧五十嵐家

棟～囲炉裏の煙

只見川～鉄橋 

叶津番所･旧長谷部家 

 

 

■モノは古いがやっていることは最新ISO認証取得 
「社名そのものが私たちの事業。判りやすいでしょう。」 

と笑顔で話す吉村社長はなんと！「元海上自衛隊の航空 

パイロット」なのです。職人６名中５人が一･二級建築士 

一級建築施工管理技士と､真に茅葺屋根のプロ集団です。 

古来からの伝統工法を守りながら ISO9001:2000認証まで取得している温故 

知新の会社なのです！事務所脇の倉庫には所狭しと日本各所 

から集められたアシ､茅､竹､藁､麻などが積み上げられています。シートで覆

われたトラックは「宇都宮大       と東京農大の共同開発のス-パ-

ケムラ-という。「昔は囲炉裏         の煙が茅葺を燻し､煙成分が虫

腐敗､雨から屋根を守っていました。今の暮らし               だと茅葺屋根の寿命が短い。

故に人工的に煙成分を作り燻煙します。」つまり              モノは古いがやっていること

は新しく最先端の技術が投入され常に品質向上のカイゼンが行われています。「何の変哲も無い

ように見える事務所は､イントラネットを巡らせ､受注にはインターネットを 

フル活用しています。」と吉村社長は言う。下野市発！驚きの技術集団です。 
 

㈱茅葺屋根保存協会 下野市大光寺1-5-11 ０285-51-0786  www.kayabuki.co.jp   

㈱茅葺屋根保存協会も ㈱アップルも 日本民家再生リサイクル協会法人会員 
    www.minka.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

文：㈱アップル 大竹清彦    

 

木工作：イスは結構難しかった！古色で仕上ました。 蕎麦打ち：石臼は楽しい！延ばし切り完成！


